


















1. ハスモンヨトウに有効な天敵微生物

各種天敵微生物のハスモンヨトウに対する

病原性試験の結果， 数種ヨトウムシの核多角

体病ウイルス， Bacillus thuringiensis , 緑張

病菌， Nosema sp. などが病原性を示した。

これらの天敵微生物のうちでハスモンヨトウ

の核多角体病ウイルス(SlNPV) の病原性が

最も裔かった。

2. Sl NPVのハスモンヨトウに対する

病原t生

SlNP-Vは若齢幼虫に対する病原性が高く，

4齢以降の幼虫には病原性が低下する。35℃

までは高温度でSlNPVの病原性が高く， 潜

伏期間が短縮される。 湿度はSlNPVの病原

性に関与しない。 各種寄主植物葉育および人

工飼料育幼虫のSlNPV感受性に差はない。

静岡県から奄美大島に至る各地産ハスモンヨ

トウ幼虫のSlNPV感受性に差がない。 また

小笠原， 千葉県以西の各地産SlNPVsおよ

びエジプト産SltNPV (S. littoralis NPV)

のハスモンヨトウに対する病原性に差がな
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3. SlNPVのハスモンヨトウ防除効果

SlNPV液剤は若齢幼虫を主体とした個体

群に対しては3 X 10 10 多角体/10 a (3. 9LE= 

SZNPVによる6齢病死虫3. 9 個体から得ら

れる多角体量）の散布で90%程度の死亡率が

得られる。 中老齢幼虫を主体とする個体群に

対して十分な 効果を 得るには3Xl砂多角化

/10 a (3 9LE)の散布が必要である。

SlNPV液剤の通常散布(100!/lOa ), ミ

スト散布 ( 10~20 l /10 a)および微量散布

(0. 2~0.5!/lOa ) の防除効果を ， 単位面

積あたりの散布多角体数を同一にして比較す

ると， 高濃度液を 少量散布する方法で効果が

高い。

SlNPVの致死濃度の多角体を添食した1

齢幼虫の食害量は， 幼虫期間中の全食害量の

0. 5%, 2齢幼虫は1.5%, 3齢幼虫5.8%,

4齢幼虫25.1%と幼虫齢の経過とともに急増

し， 若齢期防除が重要である。 圃場における

食害防止効果試験では， 若齢幼虫を 対象とし

た場合対照区では幼虫が作物を 食い尽くし

て区外に移動するほどの大発生でも，1x10 11

多角体/lOa散布で食害量を10%程度に抑え

た。

4. Sl NPVの安定性

SlNPVは 25℃では半年間5 ℃では1年

以上の間活性の低下はみられない。 凍結保

存では数年間にわたって安定である。

SlNPV精製多角体は太陽光線による不活

化が早く， 葉表面では3 時間の照射によって

感染力は1/2 に低下する。 葉裏面ではその5

倍余の活性を 持続する。 SlNPV液剤の単位

面積あたりの散布多角体量を同 一にすると，

通常散布は散布 2 日後に， ミスト散布は10日

後に葉面の感染力は1/2 以下に低下するが，

微量散布のそれは25日後で， 高濃度液の少量

散布で残効も長い。 多角体懸濁液にカ ー ボン

を， 液量の0.1~ 1 % 相当呈を添加すること

によって， 散布時の活性が20日程度持続する。

通常散布， ミスト散布および微量散布によ

ってダイズ葉に散布されたSlNPVは降雨に

よる感染力の低下は少ない。

5. Sl NPVのハスモンヨトウ防除効果の

持続

SlNPVの通常散布は10日後に， ミスト散

布は25日後に失活しているので， 後世代へは

病死虫が生産したウイルスの効果が大きい。

微量散布は30日後でも約30%の死亡率が得ら

れるので， 散布多角体と病死虫産生多角体

の相加効果となる。 ダイズでは1株あたりの
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表1 ウイルスと合成殺虫剤のハスモンヨトウ防除効果比較

個体群 死亡率（％） 食 害 面 積 率(%)

試験区 の 骰布当H ウイルス区被害 次世代発生初 次世代終息期
齢期 散布世代 次世代 (5iJX) 最大日(15/IX) 期(27/IX) (4/X) 

ウイルス 95 99 0.5 2.7(24.l) 2.9( 12.3) 3.6(13.4) 
MEP 2-3齢 94 2 0.5 0. 9 ( 8.0) 1.3( 5.5) 9.0(33.2) 
対 照 2 12 0.6 1 1.2(100.0) 23 .6 (100 .0) 27 .1 (100.0) 

ウイルス 93 97 1. 3 7.3(29.9) 7.7(27.1) 8.2(26.8) 
MEP 3-4齢 93 2 1. 2 1.9(7.8) 2.6(9. 2) 11.2(36.6) 
対 照 2 16 1. 2 24.4(100.0) 28.4(100.0) 30. 6 (100.0)

（ ）は百分比
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